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廣田 勇：最後に話が出てくるのかもの知れませんが、この研究会は 2 回でお終いですか？それと

















究の百年」研究会を 6 月にやって、なかなかそれだけでは終わらないので、少なくとももう 1 回過
去をたどる研究会をもちたいということで、今日の第 2 回研究会に至ったわけです。そこで、でき
れば年度内にもう 1 回、研究会を開いて、これまでの 2 回は過去百年の歴史をたどることがメイン
でしたが、3 回目は、現職の教授の方に、これまでの歴史を踏まえた現在の到達点と将来の展望を




















ていない。まあ、5 千万あれば 20 いくつかのプロジェクトを走らせることができるわけで、その目
的は何かというと、ここでではなるべく異分野の人に集まっていただいて、その議論のなかから新
しい学術の芽を育てることを目指しています。昨日も科研費の要求書を出したところですが、そこ
には、新しい学術の芽を育てるということに特化して研究所の目的を書いてあります。それから言
うと、地球物理に関連するような分野で走っているプロジェクトはあんまりないんですね。いろん
な分野があるんですけれども、どちらかというと、人間が作ってきたもの、芸術、文化、言語とか
数学とか、そういうものについての活発な議論が行われています。また、物理学に関しては、昔は
自然の観察が主だったんですが、今は新しいモノを作るということが幅を利かせてきておりまして、
自然に存在しないで新しいものをナノテクを使って作るとか機械を作るとかが主流になってきてい
ます。今日の午前中に言いましたが、「天地人」というプロジェクトは自然をどう見るかという観察
することを中心に据えているわけですね。さっき観測という話がでてきたんですが、基本的には観
察をする。宇宙とかをひたすら観察するわけですが、地球でもそうですね。そういう分野に関連す
るプロジェクトがちょっと弱いですので、今日のような議論を発展させて、これまでの気象学を踏
まえて、未来の気象学でここから学術の芽を育てていくとすると、どういうものが有りうるか、と
いうようなことをベテランの先生に議論して欲しい、つまり名誉教授の先生を中心に。私はいま、
来年度からスタートする高等研学術道場というのを考えておりまして、それには高等研で走ってい
るプロジェクトのベテランの先生方の議論に意欲的な博士後期課程の院生に参加してもらって、そ
こから新しい芽を育てようとしています。必要な旅費は支給するということで、公募しようとして
思っています。どんなテーマでもいいからそこに飛び込んで議論に参加したいという人を募集しよ
うとしています。若い人が今日のようにベテランの先生方が議論している場に加わって、その雰囲
気に慣れていくとは大事なことだと思います。大学ではそういうことができないですね。この研究
会は竹本先生が、京大地球物理学研究の百年ということで設定してくださったんですが、京大にと
らわれずに地球物理学研究の将来に向けた新しい芽を見つけ出して、国への提言を纏めてくだされ
ば、それはそれで、高等研の新しいプロジェクトとして成り立つと思います。同窓会も結構ですが、
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ここで同窓会をやるということは、ここはちょっとそういう場所ではあませんので、具合が悪いと
思います（笑）。まあ、この研究会を自由に発展させていただければよいと思います。 
竹本：今年だからこういう研究会ができた。つまり、志田先生が京都で地球物理学研究を始められ
てからちょうど百年ということで、それを記念して、この研究会を企画しました。百年記念という
研究会は、一応次で区切りにしたいと思います。それで、第 3 回の研究会ですが、タイミング的に
は 2 月くらいになってしまって、同窓会と日程調整をしなければならないなどの問題があります。
また、両方やることは大変なので、いっそこの２つをジョイントさせて開催させていただきたいと
存じます。また、せっかく高等研でこの研究会を開催して、京大地球物理学の研究の歴史が大分明
らかになったのですから、これをさらに発展させて、京大に捉われずに、地球惑星科学の将来に向
けた新しい研究の芽を見つけ出す高等研の新しいプロジェクを立ち上げることができればよいと考
えております。  
荒木：それでは、そういうことで、時間も過ぎておりますので、今日の研究会は、これで終わりに
したいと思います。ありがとうございました。（拍手）  
竹本：どうもありがとうございました。それでは大分遅くなったのですが、タクシーは呼んでいま
せんので、この前と同様に、地元の町田先生のあとについて（笑）、懇親会場のあるけいはんなプラ
ザホテルの方へ移動していただきたいと存じます。 
